
【コンテンツ作成編】

ようこそ、
コピーライティングの世界へ。

～絶対に取り入れて欲しい15の具体的手法～



ネットビジネスが

本当に面白くなるのは、

ここから。



ここがおもしろい！

● 自分の価値に気付くことができる

● 自分の書いた通りに読み手が行動してくれる

● 言葉の力で、人とお金を集める事ができる

● 収入が増える

● 自分が満たされるので与えるマインドが自然と身につく

● 自分の人間性が向上する

● 間違いなく見える世界が変わる



このセッションの目的
ここでは、『人を惹きつけるコンテンツ』

を作成するうえで大切な、

『マインドと技術』

この2つを徹底的に身に着け、すぐに自分のビジネスに取

り入れることで、

『書く技術』

の楽しさと威力を実感してもらうことを目的としています。



ネットビジネスでしっかり

稼ぐためには、

ユーザーを獲得し購入(申込)という行動に移し

てもらうための仕組み作りが全て。

『ユーザーに、どう動いてもらうか？』

ここを意識して、徹底した仕組み作りを行うことで、

ビジネスの可能性は無限大

重要

ユーザーの心理をしっかり理解し、共感を得ること。



相手の心に、『すぅーっと』入り込むには、

こうやって書く。



文章は、情報を伝えるも
のではなく、

〇〇〇を
　　　　伝えるもの。

ヒント

あなたが文章を書くときの
心構えは、しっかりと読み手
に伝わります。



文章は、情報を伝える
ものではなく、

気持ち（感情）
　　　　を伝えるもの。

重要

人を感動させるには、自分
は２倍感動している必要が
ある。



書く技術①

読み手を主語にして、

語りかけるように書く

自分主語から相手主語へ視点を切り替えることで、

収入はもちろん人間性も向上する。



書く技術①例



書く技術②

文章の冒頭で、相手に対するメ
リットを伝える

人は、自分にとって利のある行動しかしない。

文章を読み進めるという行動に移してもらうため、必ず最初に相手
に対するメリット（利）を伝える。



書く技術②例



書く技術③

例え話を活用し、

視覚でイメージさせる

みんな難しい話は嫌い。

できるだけ楽しく（楽に）情報を吸収できるように工夫する。



2015 年 8 月

アプリ内でテキストを翻訳

2015 年 10 月

2014 2015

2014 年 10 月
Chrome 拡張機能でウェブ

ページを翻

Android 搭載時計で会話を

翻訳

2015 年 11 月
カメラアイコンのタップで英語

やドイツ語のテキストをアラ

ビア語に翻訳

書く技術③例





書く技術④

相手のニーズとウォンツを

理解し、文字にする

自分のニーズとウォンツをしっかり理解している人は、そう多くないの
が事実。

文字として書き出して、しっかり再認識させる。



書く技術④例



書く技術⑤

読み手の感情を先読みし、

文字にする

相手に目線を合わせて『共感してあげる』

これマジで大切。





書く技術⑥

プロとしての自覚を持ち、

しっかり言い切る

『～だと思います』

こんな情報発信者は相手にされない。

『～です』『～である』を意識する。



書く技術⑥例



書く技術⑦

ユーザーからのコメントを活用す
る

信憑性を高めるにはマジでこれ。





書く技術⑧

アウトプットすることの

重要性をしっかり伝える

ユーザーに結果を出してもらうための最重要事項。



2015 年 8 月

アプリ内でテキストを翻訳

2015 年 10 月

テクニック④例

2014 2015

2014 年 10 月
Chrome 拡張機能でウェブ

ページを翻

Android 搭載時計で会話を

翻訳

2015 年 11 月
カメラアイコンのタップで英語

やドイツ語のテキストをアラ

ビア語に翻訳

書く技術⑧例



書く技術⑨

感情を込めて書く

人の行動や決断は感情が動いたときに行われる。

感情を動かし行動に移してほしければ、文章に魂を込める。



書く技術⑩

行動しないことによる

デメリットを伝える
『行動』=自己実現欲求

人の欲求は下位の欲求が満たされない限り上へは上がらない。

『行動すること』以上に行動しないことで下位の欲求が脅かされる事実
を伝える。



書く技術⑩例



書く技術⑪

次の行動をしっかり

用意しておく
せっかくユーザーの行動力を高めたところで、具体的な次の行動に関
する提案が無ければ意味がない。

感情を揺さぶり、行動力を高め、具体的な次の行動を用意する。

この流れは必須。



書く技術⓫例



書く技術⑫

思わずクリックしたくなる

仕組みを用意する

ちょっとした一工夫でクリック率は劇的に向上する。





書く技術⑬

大切なことは

何度も、何度も、伝える

『そんなにしっかり読んでくれていない』

この事実を受け止め、必ず伝えておきたいことは

何度も伝える





書く技術⑭

未来の自分を具体的に想像さ
せる

物事に確信や安心感を持てないと人は行動しない。

この先にある未来をイメージさせるコンテンツを取り入れる。



書く技術⑮

※追伸※を活用し、

緊急性を打ち出す



書く技術⑮例



さいごに

今お伝えしたスキルは、実際に使ってみることで始めて効果を実感できるもので

す。

今回のセッションで得たことを、

具体⇒抽象⇒具体

の概念を活用し、今日から自分のビジネスに取り入れてみてください。

きっと、ネットビジネスの本当の面白さに気付いてもらえるはずです。


